
(57)【要約】

【課題】環境の変化に人間は常に対応出来なければなら

ない視点から災害、テロ、救助活動、自然考察に大掛か

りな大型でなければすばやく対応できるマシンはなかっ

た。

【解決手段】ワイヤーブリに巻きついたワイヤーを上下

に固定して駆け上るように板ラジエーターでネジを締め

る要領でワイヤーブリを動かす。高い所から低い所へ、

低い所から高い所へ自然の地形を巧みに利用してワイヤ

ーの両端を固定して、横にも（川を渡ったり、谷を渡っ

たり）移動できるように創作した小型マシンである。

【選択図】　　図１

JP 2007-111454 A 2007.5.10



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ス キ ュ ー 隊 員 、 特 殊 部 隊 員 の 携 帯 品 と し て 設 け た 空 中 自 転 車 。
【 請 求 項 ２ 】
登 山 、 地 質 調 査 、 高 所 作 業 時 に 取 り 付 け る 空 中 自 転 車 。
【 請 求 項 ３ 】
世 界 遺 産 に 指 定 さ れ た 自 然 の 中 に 輸 送 車 と し て 設 け た 空 中 自 転 車 。
【 請 求 項 ４ 】
登 山 用 リ ュ ッ ク の 底 に 取 り 付 け る 空 中 自 転 車 。
【 請 求 項 ５ 】
交 通 道 具 と し て 設 け た 空 中 自 転 車 。
【 請 求 項 ６ 】
遊 園 地 で 新 型 ジ ェ ッ ト コ ー ス タ ー と し て 設 け た 空 中 自 転 車 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 通 常 、 陸 を 走 る と い う 　 自 転 車 の 粋 を 超 え た 大 規 模 的 な 活 動 （ 自 然 単 位 ） を 実 現
で き る 空 中 自 転 車 で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
従 来 の 自 転 車 は 路 面 上 で し か 走 れ な か っ た 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
従 来 の 自 転 車 は 　 陸 上 以 外 の 所 を 走 れ な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
本 発 明 は 　 従 来 の 自 転 車 で 空 間 を 走 れ る 空 中 自 転 車 を 実 現 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 は 　 チ ェ ー ン 、 歯 車 、 ラ ジ ェ ー タ ー 、 リ ー ル 、 ワ イ ヤ ー プ リ 、 モ ー タ ー エ ン ジ ン 等
と 組 み 合 わ せ 、 １ 本 ワ イ ヤ ー で 空 間 を 横 、 縦 に 移 動 で き る 空 中 自 転 車 で あ る 。 更 に 　 ２ 本
ワ イ ヤ ー を 使 い ２ 重 に す る こ と に よ り 、 よ り 安 全 性 が 高 ま る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
空 中 自 転 車 は 馬 力 、 大 き さ 、 ワ イ ヤ ー の 強 さ そ の 物 の 大 き さ に よ っ て 　 例 え ば 　 　 大 き い
物 は ト ラ ッ ク 等 を 　 小 さ い 物 は 人 を 運 ぶ こ と が 出 来 る 。 人 体 装 備 に よ っ て 、 人 間 の 活 動 を
よ り 広 く 活 躍 で き る 。 レ ス キ ュ ー 隊 員 の 出 動 に よ っ て 、 悪 環 境 の 中 で も 人 命 救 助 が で き る
。
地 質 調 査 、 登 山 、 高 所 作 業 に も 期 待 で き る 。 又 は 　 宇 宙 ス テ ー シ ョ ン 外 で 、 無 重 力 の 環 境
の 中 で 、 安 心 、 且 つ 安 全 作 業 も で き る 。
【 発 明 の 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 形 態 を 図 １ ～ 図 ４ に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 １ ～ 図 ４ に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
図 に お い て は 　 １ ５ を ８ に ２ ＾ ～ ３ 回 巻 き つ け る 、 １ ６ を ２ ４ に ２ ～ ３ 回 巻 き つ け て 、 １
５ と １ ６ を 行 き 先 に （ 高 い 所 ） 取 り 付 け て 　 １ ５ と １ ６ 緩 み の な い よ う に 固 定 す る 。 水 平
使 用 時 も １ ５ と １ ６ 両 端 固 定 す る 。 ２ １ を 握 っ て １ ９ を 回 し 同 時 に １ ３ も 回 る 　 １ １ で 　
２ ５ に 固 定 さ れ た ２ ３ 、 ８ 、 ２ ４ も 連 動 し て 回 る こ と に よ り 同 時 に ８ 、 ２ ４ に 巻 き つ け ら
れ た ワ イ ヤ ー ブ リ が 回 る こ と に よ っ て 、 ワ イ ヤ ー を 駆 け 上 る 。
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図 の 中 の １ ４ を 専 用 腰 ベ ル ト に 取 り 付 け て 　 ２ ７ で 本 体 と 身 体 の 間 に 間 隔 を 取 る た め に 　
２ ８ を 胸 に 当 て ２ ９ ベ ル ト 固 定 し て 、 １ ９ 板 ラ ジ ェ ー タ ー を 回 し て 　 人 間 は 空 中 自 転 車 と
高 い 所 に 登 れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
取 り 外 す こ と の 出 来 る １ ９ 板 ラ ジ ェ ー タ ー を 外 し て 　 ７ エ ン ジ ン ス イ ッ チ を 押 し て １ ０ モ
ー タ ー エ ン ジ ン を ７ で 点 火 し 、 ６ で ス ピ ー ト を 調 整 し て 高 い 場 所 に 登 る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
水 平 時 モ ー タ ー エ ン ジ ン を 動 力 と し て よ り よ い 効 果 が 得 ら れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
２ ０ 切 り 替 え ス イ ッ チ で 自 由 に 昇 降 が で き る 。
３ ０ と １ ７ ワ イ ヤ ー ガ イ ド を 通 す ワ イ ヤ ー が 乱 巻 き 防 止 の 成 果 を 上 げ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 １ ９ を 回 す こ と に よ っ て 昇 降 で き 、 回 さ な け れ ば 停 ま り 、 よ り 安 全 の た め ２ を 設 け
る こ と で 、 ５ を 握 る と 確 実 に 停 ま る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 の き っ か け 図 鉛 筆 に 巻 い た 紐 を 上 下 に 固 定 し て 強 く 張 る 。 そ し て 鉛 筆 を 回 す と 上 に
駆 け 上 が り 、 反 対 に 回 す と 下 に 降 り る 。 尚 　 同 様 に 鉛 筆 に 巻 い た 紐 を 左 右 に 固 定 し て 強 く
張 る 。 す る と 左 右 に も 移 動 で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ １ ４ 】
現 在 一 般 に 使 用 さ れ て い る チ ェ ー ン 、 歯 車 、 リ ー ル 、 ワ イ ヤ ー ブ リ 、 モ ー タ ー エ ン ジ ン 、
ラ ジ エ ー タ ー 等 を 組 み 合 わ せ る こ と に よ り 縦 横 自 由 に 移 動 す る こ と を 可 能 に し た 空 中 自 転
車 。 地 球 規 模 の 環 境 の 変 化 に 対 応 で き る こ の 空 中 自 転 車 は 　 災 害 、 テ ロ 、 研 究 、 探 検 の 必
要 性 か ら 考 え れ ば 産 業 に も た ら す 経 済 効 果 も 大 き い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ４ 】
１ 　 　 　 　 　 フ レ ー ム 先 端 固 定 板
２ 　 　 　 　 　 ブ レ ー キ
３ 　 　 　 　 　 フ レ ー ム
４ 　 　 　 　 　 ブ レ ー キ ワ イ ヤ ー
５ 　 　 　 　 　 ブ レ ー キ レ バ ー
６ 　 　 　 　 　 速 度 調 節 握 り レ バ ー
７ 　 　 　 　 　 エ ン ジ ン ス イ ッ チ
８ 　 　 　 　 　 ワ イ ヤ ー ブ リ １
９ 　 　 　 　 　 支 板 １
１ ０ 　 　 　 　 モ ー タ ー エ ン ジ ン
１ １ 　 　 　 　 チ ェ ー ン
１ ２ 　 　 　 　 軸 受 け
１ ３ 　 　 　 　 歯 車 １
１ ４ 　 　 　 　 腰 掛 連 接 支 え 板
１ ５ 　 　 　 　 ワ イ ヤ ー １
１ ６ 　 　 　 　 ワ イ ヤ ー ２
１ ７ 　 　 　 　 後 部 ワ イ ヤ ー ガ イ ド 穴
１ ８ 　 　 　 　 腰 掛 連 接 支 板
１ ９ 　 　 　 　 板 ラ ジ エ ー タ ー
２ ０ 　 　 　 　 進 退 調 節 切 り 替 え ス イ ッ チ
２ １ 　 　 　 　 握 り レ バ ー
２ ２ 　 　 　 　 歯 車 ２
２ ３ 　 　 　 　 内 臓 歯 車 ３
２ ４ 　 　 　 　 ワ イ ヤ ー ブ リ ２
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２ ５ 　 　 　 　 ワ イ ヤ ー ブ リ 支 板
２ ６ 　 　 　 　 支 板 ２
２ ７ 　 　 　 　 胸 当 り ハ ン ガ ー
２ ８ 　 　 　 　 胸 当 り ク ッ シ ョ ン ベ ル ト
２ ９ 　 　 　 　 胸 ベ ル ト
３ ０ 　 　 　 　 ワ イ ヤ ー ガ イ ド 穴

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 12月 9日 (2005.12.9)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 通 常 、 陸 を 走 る と い う 　 自 転 車 の 粋 を 超 え た 大 規 模 的 な 活 動 （ 自 然 単 位 ） を 実 現
で き る 空 中 自 転 車 で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
従 来 の 自 転 車 は 路 面 上 で し か 走 れ な か っ た 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
従 来 の 自 転 車 は 　 陸 上 以 外 の 所 を 走 れ な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
本 発 明 は 　 従 来 の 自 転 車 で 空 間 を 走 れ る 空 中 自 転 車 を 実 現 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 は 　 チ ェ ー ン 、 歯 車 、 ラ ジ ェ ー タ ー 、 リ ー ル 、 ワ イ ヤ ー プ リ 、 モ ー タ ー エ ン ジ ン 等
と 組 み 合 わ せ 、 １ 本 ワ イ ヤ ー で 空 間 を 横 、 縦 に 移 動 で き る 空 中 自 転 車 で あ る 。 更 に 　 ２ 本
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ワ イ ヤ ー を 使 い ２ 重 に す る こ と に よ り 、 よ り 安 全 性 が 高 ま る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
空 中 自 転 車 は 馬 力 、 大 き さ 、 ワ イ ヤ ー の 強 さ そ の 物 の 大 き さ に よ っ て 　 例 え ば 　 　 大 き い
物 は ト ラ ッ ク 等 を 　 小 さ い 物 は 人 を 運 ぶ こ と が 出 来 る 。 人 体 装 備 に よ っ て 、 人 間 の 活 動 を
よ り 広 く 活 躍 で き る 。 レ ス キ ュ ー 隊 員 の 出 動 に よ っ て ， 悪 環 境 の 中 で も 人 命 救 助 が で き る
。
地 質 調 査 、 登 山 、 高 所 作 業 に も 期 待 で き る 。 又 は 　 宇 宙 ス テ ー シ ョ ン 外 で 、 無 重 力 の 環 境
の 中 で 、 安 心 、 且 つ 安 全 作 業 も で き る 。
【 発 明 の 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 形 態 を 図 １ ～ 図 ４ に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 １ ～ 図 ４ に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
図 に お い て は 　 １ ５ を ８ に ２ ＾ ～ ３ 回 巻 き つ け る 、 １ ６ を ２ ４ に ２ ～ ３ 回 巻 き つ け て 、 １
５ と １ ６ を 行 き 先 に （ 高 い 所 ） 取 り 付 け て 　 １ ５ と １ ６ 緩 み の な い よ う に 固 定 す る 。 水 平
使 用 時 も １ ５ と １ ６ 両 端 固 定 す る 。 ２ １ を 握 っ て １ ９ を 回 し 同 時 に １ ３ も 回 る 　 １ １ で 　
２ ５ に 固 定 さ れ た ２ ３ ， ８ 、 ２ ４ も 連 動 し て 回 る こ と に よ り 同 時 に ８ 、 ２ ４ に 巻 き つ け ら
れ た ワ イ ヤ ー ブ リ が 回 る こ と に よ っ て 、 ワ イ ヤ ー を 駆 け 上 る 。
図 の 中 の １ ４ を 専 用 腰 ベ ル ト に 取 り 付 け て 　 ２ ７ で 本 体 と 身 体 の 間 に 間 隔 を 取 る た め に 　
２ ８ を 胸 に 当 て ２ ９ ベ ル ト 固 定 し て 、 １ ９ 板 ラ ジ ェ ー タ ー を 回 し て 　 人 間 は 空 中 自 転 車 と
高 い 所 に 登 れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
取 り 外 す こ と の 出 来 る １ ９ 板 ラ ジ ェ ー タ ー を 外 し て 　 ７ エ ン ジ ン ス イ ッ チ を 押 し て １ ０ モ
ー タ ー エ ン ジ ン を ７ で 点 火 し 、 ６ で ス ピ ー ト を 調 整 し て 高 い 場 所 に 登 る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
水 平 時 モ ー タ ー エ ン ジ ン を 動 力 と し て よ り よ い 効 果 が 得 ら れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
２ ０ 切 り 替 え ス イ ッ チ で 自 由 に 昇 降 が で き る 。
３ ０ と １ ７ ワ イ ヤ ー ガ イ ド を 通 す ワ イ ヤ ー が 乱 巻 き 防 止 の 成 果 を 上 げ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 １ ９ を 回 す こ と に よ っ て 昇 降 で き 、 回 さ な け れ ば 停 ま り 、 よ り 安 全 の た め ２ を 設 け
る こ と で 、 ５ を 握 る と 確 実 に 停 ま る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 の き っ か け 図 鉛 筆 に 巻 い た 紐 を 上 下 に 固 定 し て 強 く 張 る 。 そ し て 鉛 筆 を 回 す と 上 に
駆 け 上 が り 、 反 対 に 回 す と 下 に 降 り る 。 尚 　 同 様 に 鉛 筆 に 巻 い た 紐 を 左 右 に 固 定 し て 強 く
張 る 。 す る と 左 右 に も 移 動 で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ １ ４ 】
現 在 一 般 に 使 用 さ れ て い る チ ェ ー ン 、 歯 車 、 リ ー ル 、 ワ イ ヤ ー ブ リ 、 モ ー タ ー エ ン ジ ン 、
ラ ジ エ ー タ ー 等 を 組 み 合 わ せ る こ と に よ り 縦 横 自 由 に 移 動 す る こ と を 可 能 に し た 空 中 自 転
車 。 地 球 規 模 の 環 境 の 変 化 に 対 応 で き る こ の 空 中 自 転 車 は 　 災 害 、 テ ロ 、 研 究 、 探 検 の 必
要 性 か ら 考 え れ ば 産 業 に も た ら す 経 済 効 果 も 大 き い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ５ 】
【 図 １ 】 　 　 本 発 明 の 立 体 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 　 　 本 発 明 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 　 　 本 発 明 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 　 　 本 発 明 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 　 　 本 発 明 の き か け 図 で あ る 。
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【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 １ 　 　 　 　 　 フ レ ー ム 先 端 固 定 板
　 ２ 　 　 　 　 　 ブ レ ー キ
　 ３ 　 　 　 　 　 フ レ ー ム
　 ４ 　 　 　 　 　 ブ レ ー キ ワ イ ヤ ー
　 ５ 　 　 　 　 　 ブ レ ー キ レ バ ー
　 ６ 　 　 　 　 　 速 度 調 節 握 り レ バ ー
　 ７ 　 　 　 　 　 エ ン ジ ン ス イ ッ チ
　 ８ 　 　 　 　 　 ワ イ ヤ ー ブ リ １
　 ９ 　 　 　 　 　 支 板 １
　 １ ０ 　 　 　 　 モ ー タ ー エ ン ジ ン
　 １ １ 　 　 　 　 チ ェ ー ン
　 １ ２ 　 　 　 　 軸 受 け
　 １ ３ 　 　 　 　 歯 車 １
　 １ ４ 　 　 　 　 腰 掛 連 接 支 え 板
　 １ ５ 　 　 　 　 ワ イ ヤ ー １
　 １ ６ 　 　 　 　 ワ イ ヤ ー ２
　 １ ７ 　 　 　 　 後 部 ワ イ ヤ ー ガ イ ド 穴
　 １ ８ 　 　 　 　 腰 掛 連 接 支 板
　 １ ９ 　 　 　 　 板 ラ ジ エ ー タ ー
　 ２ ０ 　 　 　 　 進 退 調 節 切 り 替 え ス イ ッ チ
　 ２ １ 　 　 　 　 握 り レ バ ー
　 ２ ２ 　 　 　 　 歯 車 ２
　 ２ ３ 　 　 　 　 内 臓 歯 車 ３
　 ２ ４ 　 　 　 　 ワ イ ヤ ー ブ リ ２
　 ２ ５ 　 　 　 　 ワ イ ヤ ー ブ リ 支 板
　 ２ ６ 　 　 　 　 支 板 ２
　 ２ ７ 　 　 　 　 胸 当 り ハ ン ガ ー
　 ２ ８ 　 　 　 　 胸 当 り ク ッ シ ョ ン ベ ル ト
　 ２ ９ 　 　 　 　 胸 ベ ル ト
　 ３ ０ 　 　 　 　 ワ イ ヤ ー ガ イ ド 穴
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